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薬物，エステなど様々なダイエット行動を動機づける心理的要因」と定義される（馬場・菅原 , 
2000）。高校生の痩身願望については，日本学校保健会が 2006 年に調査を実施している。全国
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調査時期は，2017 年 7 月中旬であった。
第 2節　調査対象
北陸地方の公立高校に在籍する高校 2年生 319 名（男子 199 名，女子 120 名）を調査対象と



















た。痩身に関するメリット感を尋ねる自己視点 3項目と他者視点 3項目，計 6項目と，現体型
のデメリット感を尋ねる 5項目から構成される。回答は，「1. 当てはまらない」「2. やや当ては
まらない」「3. どちらでもない」「4. やや当てはまる」「5. 当てはまる」の 5件法で評定を求めた。
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（2000）と同様の構造が得られた。その結果を表 1に示す。第 1主成分の寄与率は 77.90％と高
く，第 2主成分以下の寄与率（第 2主成分は 6.46％）を大きく上回っており，強い 1次元構造
が認められた。また，第 1主成分に対する各項目の負荷量はすべて 0.70 以上と高いことから，
これら 11 項目を痩身願望尺度の尺度項目として採用し，合計得点を算出して以下の分析に使用






荷量はすべて 0.80 以上と高いことから，これら 6項目を痩身のメリット感の尺度項目として採
用し，合計得点を算出して以下の分析に使用した。Cronbach のα係数は，痩身のメリット感尺
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を表 3に示す。第 1主成分の寄与率は 79.53％と高く，第 2主成分以下の寄与率（第 2主成分は
7.85％）を大きく上回っており，強い 1次元構造が認められた。また，第 1主成分に対する各項









第 1主成分の寄与率は 71.85％と高く，第 2主成分以下の寄与率（第 2主成分は 17.29％）を
大きく上回っており，強い 1次元構造が認められた。また，第 1主成分に対する各項目の負荷
高校生における痩身願望に影響を与える心理的要因の検討（後藤優奈）
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マックス回転による探索的因子分析を行った。その際，因子 1“ 一致一貫的性同一性 ”に含まれ
る項目はすべて逆転項目，因子 2“ 現実展望的性同一性 ”に含まれる項目はすべて逆転項目なし
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の結果を表 6に示す。Cronbach のα係数は，潜在的特権意識でα＝ 0.918，自己顕示抑制でα
























す。最初は “ ジェンダー・アイデンティティ尺度の 2因子 ” 及び “ 自己愛的脆弱性尺度の 4因
子 ” を用いてパスを引いて分析を行った。しかし，各パス係数の値が小さく有意にならなかっ
たことから，繰り返しパスを引き直す等の分析を行い，最適なモデルを導いた（図 1）。モデル
の適合度は，χ2 ＝ 8.083，自由度＝ 7，有意確率＝ .325，適合度指標 GFI ＝ .975，AGFI ＝ .926
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す。最初は “ ジェンダー・アイデンティティ尺度の 2因子 ” 及び “ 自己愛的脆弱性尺度の 4因
子 ” を用いてパスを引いて分析を行った。しかし，各パス係数の値が小さく有意にならなかっ
たことから，繰り返しパスを引き直す等の分析を行い，最適なモデルを導いた（図 2）。モデル
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から「現体型へのデメリット感」へは .44（p ＜ .001），「潜在的特権意識」から「身体満足度」
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られた性別はどれですか？』の回答）と性自認（『あなたは自分の性別をどれと認めています
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